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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

非
農
家
の
住
民
ま
で
巻
き
込
ん
だ

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

３
月
に
発
行
さ
れ
る
、「
環

境
保
全
型
農
業
大
事
典
�１
施
肥

と
土
壌
管
理
」
の
「
地
域
事
例
」

の
項
に
、
栃
木
県
茂
木
町
の
町

直
営
の
「
茂
木
町
有
機
物
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

美
土
里

館
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
畜

産
農
家
と
地
域
の
農
家
の
連
携

に
加
え
、
地
域
の
住
民
ま
で
巻

き
込
ん
だ
取
り
組
み
だ
。

酪
農
家
一
三
戸
、
飼
育
頭
数

五
〇
〇
頭
の
う
ち
二
六
〇
頭
分

の
家
畜
糞
尿
、
町
内
五
〇
〇
〇

世
帯
の
う
ち
一
八
〇
〇
世
帯
分

の
家
庭
生
ゴ
ミ
、
間
伐
材
や
剪

定
枝
を
粉
砕
し
て
自
前
で
製
造

す
る
オ
ガ
コ
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ

ー
や
農
家
か
ら
集
め
る
モ
ミ
ガ

ラ
、
そ
し
て
町
内
五
〇
ha
の
山

林
か
ら
収
集
す
る
年
間
二
五
〇

ｔ
の
落
ち
葉
。
こ
れ
ら
の
材
料

を
、
堆
肥
製
造
プ
ラ
ン
ト
で
発

酵
さ
せ
、
で
き
た
堆
肥
は
「
美

土
里
た
い
肥
」
と
名
付
け
、
一

ｔ
（
ば
ら
）
四
〇
〇
〇
円
、
一

〇
㎏
の
袋
詰
め
は
四
〇
〇
円
で

販
売
し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組

み
、
大
き
な
波
及
効
果
が
生
ま

れ
て
い
る
。

ま
ず
、
酪
農
家
が
助
か
る
。

一
ｔ
当
た
り
六
〇
〇
〜
八
〇
〇

円
の
糞
尿
処
理
料
金
が
か
か
る

が
、
糞
尿
処
理
に
か
か
る
労
働

が
軽
減
さ
れ
、
飼
育
頭
数
を
増

や
し
た
り
、
乳
質
が
改
善
さ
れ

る
な
ど
の
効
果
が
現
れ
て
き
て

い
る
。

山
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き

た
。
茂
木
町
は
森
林
率
が
七
〇

％
、
ナ
ラ
や
ク
ヌ
ギ
な
ど
の
雑

木
林
が
多
い
が
、
落
ち
葉
か
き

を
す
る
人
が
少
な
く
な
り
、
か

つ
て
は
秋
に
な
る
と
キ
ノ
コ
採

り
に
入
れ
た
山
が
、
フ
ジ
ツ
ル

が
か
ら
み
あ
っ
て
人
を
寄
せ
つ

け
な
く
な
っ
て
き
た
。
落
ち
葉

の
利
用
は
、山
の
荒
廃
を
防
ぎ
、

そ
の
う
え
、
山
の
土
着
菌
が
タ

ッ
プ
リ
の
落
ち
葉
を
使
う
と
、

発
酵
が
う
ま
く
進
み
、
い
い
堆

肥
が
で
き
る
。

落
ち
葉
か
き
の
作
業
は
、
町

内
の
五
〇
戸
の
農
家
・
約
一
〇

〇
人
が
十
二
月
か
ら
四
月
ま
で

行
な
っ
て
い
る
。
町
で
は
、
袋

詰
め
の
落
ち
葉
一
袋
一
五
㎏
を

四
〇
〇
円
で
購
入
。
一
人
で
一

日
一
五
袋
く
ら
い
集
め
ら
れ
る

の
で
、
約
六
〇
〇
〇
円
の
収
入

に
な
る
。
冬
場
の
仕
事
が
で
き

た
う
え
に
、
落
ち
葉
か
き
が
健

康
増
進
に
つ
な
が
る
と
喜
ば

れ
、
落
ち
葉
の
収
集
量
を
も
っ

と
増
や
し
て
ほ
し
い
と
要
望
が

出
る
ほ
ど
だ
、
と
い
う
。

そ
し
て
、
畑
が
よ
く
な
る
。

「
美
土
里
た
い
肥
」
は
、
一
昨

年
の
夏
か
ら
販
売
を
開
始
、
農

家
の
六
〇
％
以
上
が
こ
の
堆
肥

を
使
っ
て
い
る
が
、
ハ
ク
サ
イ

や
ダ
イ
コ
ン
が
今
ま
で
に
な
く

よ
く
で
き
た
と
好
評
だ
。
化
学

肥
料
の
使
い
す
ぎ
や
連
作
な
ど

で
病
虫
害
や
障
害
で
困
っ
て
い

た
農
家
に
も
、
こ
の
堆
肥
は
福

音
に
な
っ
て
い
る
。

家
畜
糞
、
生
ゴ
ミ
、
山
の
荒

廃
、
田
畑
の
地
力
低
下
…
地
域

に
は
「
困
っ
た
こ
と
」
が
い
ろ

い
ろ
あ
る
。
こ
れ
を
、
そ
れ
ぞ

れ
別
々
に
解
決
し
よ
う
と
思
う

と
ム
リ
が
か
か
る
が
、
結
び
あ

わ
せ
て
み
る
と
、
思
わ
ぬ
解
決

方
法
が
み
つ
か
る
。
そ
れ
が
地

域
の
底
力
だ
。
茂
木
町
役
場
農

林
課
・
土
づ
く
り
推
進
室
の
矢

野
健
司
さ
ん
は
、
こ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、「
環
境
保
全
型

農
業
の
推
進
、
ご
み
リ
サ
イ
ク

ル
の
推
進
、
農
産
物
の
地
産
地

消
体
制
の
確
立
、
森
林
保
全
の

推
進
な
ど
を
目
標
に
掲
げ
、
地

域
ぐ
る
み
で
資
源
循
環
を
推
進

し
な
が
ら
、
人
と
自
然
に
や
さ

し
い
農
業
を
め
ざ
し
た
い
」と
、

述
べ
て
い
る
。

頭
の
痛
い
課
題
を
、地
域
の
活
気
に

つ
な
げ
る
た
め
の
実
践
デ
ー
タ

長
い
間
の
歴
史
の
な
か
で
、

食
糧
生
産
と
と
も
に
、
地
域
の

環
境
を
形
成
し
保
全
し
て
き
た

農
業
の
「
負
の
側
面
」
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
家
畜
糞
尿
な

ど
に
よ
る
地
下
水
汚
染
、
臭
化

メ
チ
ル
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
破

壊
、
化
学
農
薬
の
土
壌
蓄
積
や

生
物
へ
の
悪
影
響
な
ど
…
こ
う

し
た
環
境
へ
の
負
荷
を
減
ら
す

た
め
の
政
策
や
技
術
開
発
、
現

場
で
の
取
り
組
み
が
進
ん
で
い

る
が
、
経
費
の
増
大
や
収
量
の

低
下
な
ど
が
伴
な
う
こ
と
が
多

く
、頭
の
痛
い
課
題
で
も
あ
る
。

茂
木
町
の
よ
う
に
、
こ
の
間
に

開
発
さ
れ
た
技
術
と
地
域
の
底

力
を
活
か
し
て
、
農
家
・
農
業

・
農
村
の
活
気
に
つ
な
が
る「
環

境
保
全
型
農
業
」
を
推
進
し
た

い
。

そ
の
た
め
の
実
践
的
な
情
報

を
届
け
よ
う
と
農
文
協
で
は
こ

の
三
月
、冒
頭
で
紹
介
し
た「
環

境
保
全
型
農
業
大
事
典
」
を
発

行
す
る
。「
施
肥
と
土
壌
管
理
」

「
総
合
防
除
・
土
壌
病
害
対
策
」

の
全
二
巻
。

「
施
肥
と
土
壌
管
理
」
巻
の
主

な
内
容
は
、
�１
硝
酸
に
よ
る
水

質
汚
染
か
ら
メ
タ
ン
な
ど
温
暖

化
ガ
ス
、
農
薬
ま
で
負
荷
の
実

態
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
軽
減
技
術

の
基
本
、
�２
輪
作
に
よ
る
養
分

の
有
効
活
用
、
家
畜
糞
尿
・
有

機
物
の
適
正
施
用
と
施
肥
の
基

本
、
�３
被
覆
肥
料
の
活
用
な
ど

肥
料
流
亡
の
少
な
い
効
率
的
施

肥
の
実
際
な
ど
。
肥
料
流
亡
の

回
避
な
ど
負
荷
削
減
と
生
産
力

維
持
を
両
立
す
る
、
肥
料
・
有

機
物
の
効
率
的
利
用
法
を
追
究

し
た
内
容
だ
。

そ
し
て
圧
巻
は
、
地
域
循
環

型
農
業
に
む
け
た
先
進
的
事

例
。
茂
木
町
の
ほ
か
、
微
生
物

と
米
ぬ
か
の
ボ
カ
シ
肥
で
安

全
、
低
コ
ス
ト
の
限
界
突
破
農

業
を
め
ざ
す
北
海
道
・
新
篠
津

村
ク
リ
ー
ン
農
業
推
進
セ
ン
タ

ー
、
ス
ー
パ
ー
・
肉
牛
農
家
・

野
菜
農
家
が
一
体
と
な
っ
た

「
食
」
の
循
環
系
構
築
を
め
ざ

す
、
千
葉
県
銚
子
市
・
農
業
資

源
活
用
生
産
組
合
な
ど
一
六
事

例
を
紹
介
し
て
い
る
。

一
方
、「
総
合
防
除
・
土
壌

病
害
対
策
」
巻
は
、
�１
土
壌
の

静
菌
作
用
、作
物
の
栄
養
生
理
、

ア
レ
ロ
パ
シ
ー
な
ど
、
病
害
虫

抵
抗
力
の
仕
組
み
と
そ
の
生
か

し
方
、
�２
太
陽
熱
消
毒
、
微
生

物
利
用
、
輪
作
な
ど
、
土
壌
病

害
の
耕
種
的
防
除
の
最
新
技

術
、�３
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
抗
植
物
、

輪
作
に
よ
る
セ
ン
チ
ュ
ウ
防
除

の
仕
組
み
と
実
際
、
�４
イ
ネ
、

ダ
イ
ズ
、
野
菜
、
果
樹
、
チ
ャ

な
ど
二
六
品
目
四
九
タ
イ
プ
の

総
合
防
除
（
減
農
薬
体
系
―
天

敵
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
、
物
理
的
手

段
、
予
察
な
ど
、
各
種
防
除
手

段
の
組
み
合
わ
せ
方
）、
�５
防

虫
ネ
ッ
ト
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
、

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
処
理
、
送
風

害
虫
捕
集
機
、温
湯
種
子
消
毒
、

電
解
水
な
ど
の
防
除
資
材
の
特

性
・
利
用
法
か
ら
民
間
の
工
夫

ま
で
、
を
紹
介
。

圃
場
環
境（
生
態
系
）と
作
物

の
体
質
（
病
害
抵
抗
力
）
の
両

面
か
ら
脱
化
学
農
薬
、
脱
臭
化

メ
チ
ル
を
実
現
す
る
た
め
の
実

践
的
な
情
報
が
網
羅
さ
れ
て
い

る
。天
敵
、フ
ェ
ロ
モ
ン
剤
利
用

な
ど
、
減
農
薬
を
実
現
す
る
五

つ
の
先
進
事
例
も
魅
力
的
だ
。

環
境
保
全
の
基
本
は
地
域
資
源
活
用

あ
わ
せ
て
活
用
し
た
い
四
つ
の
大
事
典

こ
の
、「
環
境
保
全
型
農
業

大
事
典
」
と
あ
わ
せ
て
活
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
「
大
事
典
」

が
四
つ
あ
る
。
一
つ
は
、「
畜

産
環
境
対
策
大
事
典
（
第
２

版
）」。
昨
年
本
格
施
行
さ
れ
た

「
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
法
」
を

ク
リ
ア
す
る
た
め
の
処
理
法
だ

け
で
な
く
、「
売
れ
る
堆
肥
づ

く
り
」「
糞
尿
を
地
域
の
宝
に

す
る
」
た
め
の
基
本
と
最
新
技

術
、
優
良
事
例
を
集
大
成
し
た

作
品
だ
。

次
に
、「
有
機
廃
棄
物
資
源

化
大
事
典
」。
こ
ち
ら
は
、
下

水
汚
泥
、
焼
酎
カ
ス
や
コ
ー
ヒ

ー
カ
ス
な
ど
の
食
品
残
渣
、
せ

ん
定
枝
な
ど
の
植
物
残
渣
、
さ

ら
に
生
ゴ
ミ
ま
で
、
良
質
堆
肥

化
の
方
法
と
実
例
を
掲
載
。

そ
し
て
三
つ
目
は
、

「
天
敵
大
事
典

生
態

と
利
用
」。
昆
虫
（
ダ

ニ
や
ハ
チ
、
ク
モ
、
甲

虫
な
ど
）・
線
虫
・
微

生
物
・
ウ
イ
ル
ス
ま
で
、

市
販
さ
れ
て
い
る
天
敵

資
材
と
土
着
天
敵
一
九

〇
種
を
収
録
。
天
敵
の

見
分
け
方
、
働
き
方
が

５
７
６
枚
の
カ
ラ
ー
写

真
で
リ
ア
ル
に
わ
か

り
、
生
態
と
と
も
に
、

使
い
こ
な
し
方
、
保
護

・
飼
育
・
増
殖
法
ま
で

を
約
６０
人
の
専
門
家
が
詳
細
に

解
説
し
て
い
る
。

「
環
境
保
全
型
農
業
大
事
典
」

に
以
上
の
三
点
を
組
み
合
わ
せ

れ
ば
、
施
肥
、
家
畜
糞
尿
利
用
、

各
種
廃
棄
物
の
利
用
か
ら
防
除

ま
で
、
環
境
保
全
型
農
業
・
持

続
型
農
業
を
地
域
で
築
く
た
め

の
実
践
的
な
デ
ー
タ
を
そ
ろ
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
点
、「
地

域
生
物
資
源
活
用
大
事
典
」
も

お
も
し
ろ
い
。
希
少
資
源
、
未

利
用
資
源
、
新
資
源
、
地
方
品

種
を
収
録
。
植
物
資
源
二
五
三

種
、
動
物
八
五
種
、
き
の
こ
・

微
生
物
四
七
種
の
特
性
、
栽
培

・
飼
育
法
、
利
用
法
か
ら
問
い

合
せ
先
ま
で
を
網
羅
し
た
好
評

の
大
事
典
で
あ
る
。
地
域
に
あ

る
生
物
資
源
を
発
掘
し
、
活
用

し
て
特
産
品
開
発
な
ど
、
地
域

の
農
業
振
興
に
活
か
す
た
め
の

格
好
の
手
引
き
に
な
る
。

地
域
の
有
機
物
か
ら
生
物
ま

で
、
地
域
資
源
を
活
か
し
て
外

か
ら
持
ち
込
む
肥
料
や
資
材
を

減
ら
し
、
自
給
度
を
高
め
る
こ

と
が
、「
環
境
保
全
」の
基
本
だ
。

茂
木
町
有
機
物
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

美
土
里
館
の
堆
肥
製
造
プ
ラ
ン
ト

雨
よ
け
栽
培
ト
マ
ト
に
お
け
る

総
合
防
除
体
系
例
（
�２
「
施
肥

と
土
壌
管
理
」
よ
り
）

環
境
保
全
型
農
業

大
事
典
全
２
巻

�１
施
肥
と
土
壌
管
理

�２
総
合
防
除
・
土
壌
病
害
対
策

農
文
協
編
、Ｂ
５
判
、各
８
５
０
頁

●
各
１
５
０
０
０
円

ハ
マ
キ
ム
シ
類
の
天
敵
セ
グ
ロ
ア
シ
ナ

ガ
バ
チ
（「
天
敵
大
事
典
」
よ
り
）全

７
巻
、
農
林
水
産
省
農
林
水

産
技
術
会
議
事
務
局
・
昭
和
農

業
技
術
発
達
史
編
纂
委
員
会

編
、
Ａ
５
判
、
上
製
、
各
４
７

０
頁
〜
７
３
４
頁

●
揃
価
６
８
０
０
０
円

昭
和
の
経
済
発
展
を
農
業
技

術
、
食
品
加
工
技
術
の
視
点
か

ら
描
き
、
高
度
経
済
成
長
の
土

台
を
解
明
。
環
境
調
和
型
社
会

へ
の
潮
流
を
読
む
異
色
の
社
会

史
。
時
代
の
要
請
に
応
え
る
技

術
開
発
の
う
ね
り
を
分
野
別
に

集
大
成
。

�１
農
業
動
向
編

明
治
か
ら
平
成
へ
、
社
会
的

要
請
に
応
え
、
危
機
の
局
面
を

乗
り
切
っ
て
き
た
農
業
技
術
開

発
と
普
及
を
た
ど
る
総
集
編
。

８
５
０
０
円

�２
水
田
作
編

８
５
０
０
円

�３
畑
作
編
・
工
芸
作
編

８
５
０
０
円

�４
畜
産
編
・
蚕
糸
編

１
０
０
０
０
円

�５
果
樹
作
編
・
野
菜
作
編

１
１
０
０
０
円

�６
花
き
作
編
・
食
品
加
工
編

１
０
５
０
０
円

�７
共
通
基
盤
技
術
編

バ
イ
テ
ク
、
遺
伝
資
源
、
農

業
環
境
、
情
報
利
用
、
海
外
協

力
技
術
、
基
盤
整
備
…
２１
世
紀

へ
の
最
重
要
課
題
を
展
望
。

１
１
０
０
０
円

★農と食の技術でたどる異色の社会史

昭和農業技術発達史

畜
産
環
境
対
策
大
事
典
（
第
２

版
）
農
文
協
編
、
Ｂ
５
判
、
９

１
０
頁

●
１
５
０
０
０
円

有
機
廃
棄
物
資
源
化
大
事
典

有
機
廃
棄
物
資
源
化
推
進
会
議

編
、
Ｂ
５
判
、
５
２
０
頁

●
１
５
７
５
０
円

天
敵
大
事
典

農
文
協
編
、
Ａ
５
判
、
１
１
５

２
頁

●
１
５
０
０
０
円

地
域
生
物
資
源
活
用
大
事
典

藤
巻
宏
編
、
Ｂ
５
判
、
６
３
２

頁

●
２
０
０
０
０
円

地域ぐるみで問題解決

環境保全型農業のための大事典シリーズ
農 業
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